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…企業等が行う会議や研修旅行、国際会議や学会など、多くの集客が見込めるイベントなどを包括した新たな集客施設の枠組み。
…(Information and Communication Technology)情報通信技術の略。
…以前、耕地であったもので、過去１年以上作物を栽培せず、しかもこの数年の間に再び耕作する考えのない土地。

分科会・委員会の審査概要 予算決算委員会から議案の審査を分担した各分科会と部門別に
行われた各委員会の審査の概要は以下のとおりです。

予算決算委員会の審査概要 全議員参加により、平成26年度補正予算及び関連議案について
審査を行いました。

●緊急雇用創出事業について
　今回の緊急雇用創出事業は、昨年４月に施行された中小企業振興基本条例

の趣旨を踏まえた地場企業の経営努力向上支援や成長分野研究開発・販路
開拓支援などに取り組むものであり、評価したい。
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平成２６年第２回定例会提出議案の主な議決結果平成２６年第２回定例会提出議案の主な議決結果

締めくくり総括質疑 （平成26年６月1９日）

審査の概要
①補正予算の概況並びに歳入について説明
②６分科会による詳細な審査
③締めくくり総括質疑
④採決

●市税情報システム改修経費について
　業務内容と経費の妥当性の明確化
と、今後実施されるシステム改修
経費についての十分な精査と議会
への説明を求めたい。

●軽自動車税の増税について
　消費税増税後の更なる
市民負担を強いることから
賛同しがたい。

●地域防災計画の要支援者対策の強化
　対象者を明確にした要支援者名簿を
作成・活用することで、非常時における
円滑で迅速な避難を求めたい。

●豚流行性下痢対策について
　畜産農家の厳しい経営環境や、豚の出産回数を考慮し、ワクチン接種

にかかる費用助成の補助率ならびに接種回数について、さらなる拡充
を求めたい。
●成人用肺炎球菌予防接種について
　自己負担の軽減を求めたい。
●国民健康保険会計の収支改善策について
　法定外の一般会計繰り入れについても、ルール化を図るべきであり、

また、特定健診受診率増加のための自己負担軽減など、利用者の負担
増につながらない取り組みを求めたい。

少人数学級の推進及び義務教育費国庫
負担制度の拡充を求める意見書

議第276号
平成２６年度熊本市一般会計補正予算
議第280号
熊本市税条例の一部改正について
議第282号
熊本市消防団員の退職報償金に関する条例の一部改正について
議第286号
熊本市高齢者生きがい作業所条例の一部改正について
議第287号
熊本市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
議第318号
指定管理者の指定について（城南地域物産館）

地方財政の充実・強化を求める意見書

中小企業の事業環境の改善を求める
意見書
総合的、体系的な若者雇用対策を求める
意見書

鳥獣の捕獲促進体制強化の速やかな実施
を求める意見書
学校法人銀杏学園「熊本保健科学大学」
の敷地拡張に関する決議

地域包括ケアシステム構築のため地域の
実情に応じた支援を求める意見書

※予算決算委員会の模様は委員会会議録及び熊本市議会ホームページの
　議会中継をご覧ください。

●豚流行性下痢対策について
　本市独自で防疫強化のワクチン接種に対する
助成を実施しているものの、対策の実効性
を高めるには、国の助成が欠かせないの
で、国に対して働きかけてもらいたい。

●城南地域物産館の指定管理について
　本事業を成功させるには、地域の協力が必要不可欠と思うので、
農産物の活用や雇用において地域を最優先してもらいたい。
　現行の項目評価では、指定管理に関する一定以上のノウハウを
持った事業者でなければ、選定されないのではないか。
　また、項目評価の配点にも問題があるのでは。

●抽出した水銀の適正処理について
　早急な法整備を国に働きかけると
ともに、法整備がなされる間の適正
な保管に留意してもらいたい。

●ガス缶等の回収について
　排出方法変更について、周知徹底を
図ってもらいたい。
　また、さらなる分別ルールの徹底に
努めてもらいたい。

●節水の取り組みについて
　高い節水効果が見込まれるシャワー
ヘッド等の節水機器について、積極的
な推進に努めてもらいたい。

●英語指導体制を強化
　小学校英語の正式教科化に
向け、全市的に指導方法の研究
や指導力向上のための研修を
行うべきである。

●単独調理場の民間委託
　民間委託導入前に、食育、
　アレルギー対応、栄養教諭
　等の配置について、十分な
　議論が必要である。

●教室にエアコン設置を
　児童、生徒が、盛夏においても
安全に授業を受けられるよう、
教室のエアコン設置を検討して
もらいたい。

●交通系ＩＣカード片利用環境構築
　全県域での全国相互利用型カード
利用に向け、事業の着実な推進と国庫
補助金の獲得へ取り組んでもらいた
い。

●若年層のバス運転手確保について
　持続的な運転手確保のため、民間
バス事業者に対し、若年層雇用の
目標設定を行うよう働きかけて
もらいたい。

●開発行為での袋小路の解消を
　開発行為での袋状道路（袋小路）解消に
向けた指導強化や、業者が解消へ努力
する仕組みづくりを求めたい。

●予防接種率向上のために
　水痘等予防接種の定期接種化の周知
徹底を行うとともに対象者拡充や自己
負担軽減を検討してもらいたい。

●生きがい作業所事業の見直し
　陶芸窯移設・機能存続等、利用者の
要望が可能な限り見直しに反映
されるよう対応してもらいたい。

●保育所職員の適正配置
　保育サービス水準確保のため、保育士
をはじめ専門性を持つ各種有資格者
配置を充実すべきである。

この用語って何？
ＭＩＣＥ（※３）


